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安全管理強化・工事総合管理シ
ステム 「Orpheus-3D」(オル
フェウス スリーディー)

三次元情報を活用する安全管理強化&工事総合管理
システム

技術概要 2 説明資料 4

2 CG-210008 - A
モルタル製緑化基礎工を用いた
キョウジンガー(植生マット)工

植生マットに備えたモルタル袋により等高線状の
小段を形成し、耐侵食性を高めた法面緑化工

技術概要 24 説明資料 26

3 KT-230004 - A 軽量型枠システム「ＤＵＯ」
部材数が少なく軽量・組立が容易で、70～100回転
用できる100％リサイクル可能な樹脂製システム型
枠

技術概要 38 説明資料 40
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側溝
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ARを活用した見える化工事看板
「ARIBO(アリボ)」

AR(拡張現実)・3D・ナレーション等を駆使して完
成予想図等を判り易く周知する看板
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7 QS-200057 - A
全自動ピット式タイヤ強力洗浄
機(BrushPIT)

可動部を持たない前後方向から噴射洗浄を行う
ピット通過型洗浄機

技術概要 79 説明資料 81

8 KT-230018 - A
無線遠隔操作式ドリルロッド着
脱機

ロッドハンドリングシステム 技術概要 93 説明資料 95

9 CG-220026 - A
ダンプトラック荷台の土砂付着
防止製品【楽フロン】

ダンプカー荷台に装着することにより土砂の付着
を防止し，荷台の清掃不要，運搬ロスを削減す
る，高寿命・高性能な製品

技術概要 101 説明資料 103

10 CB-230006 - A
FEP管（スパイラル形状）取付工
法 ：PLジョイント／BPtype

地中梁貫通部施工のFEP管（スパイラル形状）の接
続固定

技術概要 110 説明資料 112

11 KT-220232 - A
上部障害クリア工法（U形鋼矢板
500mm・600mm対応）

500mm・600mmのU形鋼矢板に対応した空頭制限下で
の圧入工法

技術概要 121 説明資料 123

12 SK-220009 - A N・Sグリッド工法
CFRPグリッドとフライアッシュ入りポリマーセメ
ントモルタルによる増厚補強

技術概要 133 説明資料 135

13 KT-190051 - A パーマロックASFシリーズ

薬液注入の劣化要因であるアルカリをイオン交換
法により除去して得られた活性シリカコロイドを
ベースとした溶液型恒久グラウト(活性複合シリカ
グラウト)

技術概要 145 説明資料 147

14 CB-220033 - A
無機系注入方式アンカー　ケミ
カルアンカー・MLタイプ

計量が不要で且つコンクリート孔に直接充填可能
な無機系注入式あと施工アンカー

技術概要 156 説明資料 158

15 KT-180050 - A SDM-Fit工法 複合撹拌型低変位深層混合処理工法 技術概要 165 説明資料 167
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耐震耐風目隠し通風フェンス
（カクスルー）

耐震耐風設計を施しJIS準拠荷重試験及び衝撃試験に合格した、防
犯・プライバシー保護及び立入防止目的で設置する全方向100％目
隠し通風アルミフェンス。

技術概要 180 説明資料 182

17 KT-180111 - VE 地上・地下インフラ3Dマップ
多配列地中レーダー技術と点群レーザー測量を用
いた地上、地下情報を3D映像として一元管理が可
能なシステム

技術概要 188 説明資料 190

18 QS-170042 - VE ARハンマ工法 市街地対応型全地盤対応掘削機 技術概要 198 説明資料 200

19 QS-220006 - A
魚群探知機を用いたダム貯水池
３Dマッピング技術「Nソナー」

魚群探知機を用いて，簡便にダム貯水池・河川水
底の地形図を作成する技術

技術概要 209 説明資料 211
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磁気ストリーム法による橋梁の
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橋梁内部のPC鋼材の破断箇所について、磁力の減
衰傾向から自動判断する非破壊検査方法

技術概要 225 説明資料 227

21 KK-220008 - A
景観配慮型特殊堤「シーウォー
ル」

命と景観を守る特殊堤 技術概要 233 説明資料 235

22 KT-210067 - A
道路橋用ハイブリッドジョイン
ト3LⅡAタイプ

止水性能を大きく向上させ、かつ耐荷能力に優れ
た道路橋用伸縮装置

技術概要 246 説明資料 248

23 KT-210010 - A
油圧ショベル用油圧式クイック
カプラ

油圧ショベルアーム先端に油圧自動接続式クイックカプラを装着
することにより、安全かつスピーディな油圧アタッチメントの交
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技 術 概 要 

技術名称 
上部障害クリア工法 

（U形鋼矢板500mm・600mm対応） 

担当部署 エンジニアリング課 

担当者 武内 隆政 

NETIS登録番号 KT-220232-A 電話番号 03-3528-1633 

会社名等 株式会社 技研製作所 MAIL engineer@giken.com 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 
従来技術を用いて空頭制限下で鋼矢板を打設する場合、機械の全高が高いことやクレ
ーンを用いた吊り作業が必須となることから、約4000mmのクリアランスが必要と
なる。そのため、より低いクリアランス下でも施工可能な技術が求められていた。 

 
２．技術の内容 

橋梁桁下等の空頭制限がある作業空間（必要クリアランス1750mm）で、有効幅
500mm・600mmのU形鋼矢板を圧入・引抜する工法。 

 
３．技術の効果 
・必要クリアランス（鋼矢板天端〜上部障害物）を1750mmとすることにより、事前

の盤下げ及び鋼矢板圧入後の埋め戻し工程が不要となるため、工程短縮が図られ、周
辺地盤への影響も抑制できる。 

・圧入機のチャックを前開き構造とすることにより、チャックの上方からではなくチャ
ックの前方から鋼矢板の建て込みを⾏えるようになったため、チャックの高さ分だけ
建て込み鋼矢板⻑を⻑くすることが可能となり、継箇所数を減らすことで工程短縮と
なる。 

・鋼矢板の建て込み方法を圧入機に取り付けられた吊込装置を用いて⾏う方法とするこ
とにより、吊込作業時にクレ－ンよりも既設鋼矢板を把持した圧入機の方が転倒の危
険性が低いため、安全性が向上する。 

・圧入機が自走する際の一部動作を自動化したことにより、オペレータの負担を軽減す
るため、施工性が向上する。 

 
４．技術の適用範囲 
・必要クリアランス（鋼矢板天端〜上部障害物） 

圧入時︓1750mm、後退自走時︓2000mm 
・土質条件 

最大N値50以下 
・鋼矢板型式 

U形鋼矢板（500mm幅︓ⅤL型、ⅥL型／600mm幅︓Ⅲw型、Ⅳw型） 
・鋼矢板⻑ 

28m以下（最大N値、鋼矢板型式により若⼲変動） 
 
５．活用実績（2023年3月9日現在） 

国土交通省の案件︓1件、その他の公共機関の案件︓6件 
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６．写真・図・表 

 

←上部障害クリア工法 

・空頭制限下での圧入工法 

・水上施工のイメージ 

施工実績（高知県高知市）→  

・クリアランス︓約3.2m 

・鋼矢板Ⅲw型、96枚（桁下部） 
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担当部署 営業課

担当者 乗貞　薫

NETIS登録番号 ＳＫ－２２０００９－Ａ 電話番号 ０８８－８５６－５０７０

会社名等 株式会社西宮産業 MAIL norisada@nm-sg.com

技術の概要

補修・補強
国の機関０件(九州０件、九州以外０件)
自治体　５件(九州３件、九州以外２件)
民間　　５件(九州１件、九州以外４件)

※参考
木造住宅耐震補強(木造住宅基礎)
民間　３００件以上(九州0件、九州以外３００件以上)

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要　

２．技術の内容

Ｎ・Ｓグリッド工法技術名称

３．技術の効果

４．技術の適用範囲

５．活用実績（2023年11月28日現在）

従来の鉄筋増厚工法は断面内に補強鉄筋を配置することで、負の曲げモーメントの耐
荷性能向上ができる反面、コンクリート中に浸透した塩化物イオンやコンクリートの
中性化による影響等で内部鉄筋の腐食が起こる場合があります。また現場条件として
補強鉄筋の運搬はクレーン車等の大型重機を必要とする為、狭小ヤードへの搬入が困
難です。施工においても補強鉄筋は重量物であり、補強鉄筋かぶり厚確保の為の増厚
量が多く必要になる等、施工性に難点があり大きな課題でした。

本技術は、格子状に成型した補強材であるCFRPグリッド及びRCFRPグリッド(工場端材
である長繊維をリサイクルし、従来のCFRP品と同等以上の強度をもたせたリサイクル
カーボングリッド)をJISⅡ種灰のフライアッシュ(10％超)入りのポリマーセメントモ
ルタルを使用してコンクリート構造物と一体化し補修・補強する技術です。
増厚補強の補強材については、従来では鉄筋を格子状に組立てていたものを、軽量、
且つ高い引張強度を待ち耐食性に優れるCFRP製及びRCFRP製のグリッドに変え、
増厚材のポリマーセメントモルタルにフライアッシュを配合(10％超)しました。

①補強材に耐食性に優れるCFRP及びRCFRPグリッドを使用することから、
　腐食のためのかぶり厚を薄くできるため、増厚材料の削減による経済性の向上
　が図れます。
②補強材の軽量化、及び増厚材の施工量の削減により、施工性の向上、工程の短縮
　が図れます。
③引張強度の高いCFRPを用いることで、施工厚を薄くしても、鉄筋(配筋)と同等
　以上の曲げ強度が確保できます。
④廃棄物となるフライアッシュを配合することで、資源のリサイクル化が図れます。

①適用可能な範囲
・補強材の引張強度1,400N/㎟(高強度カーボン繊維)以下の範囲の補強
　レベルにおいて適用可能
②特に効果の高い適用範囲
・補強材の引張強度1,400N/㎟(高強度カーボン繊維)以下の範囲の補強
　レベルにおいて効果が高い
・塩害環境地域において、耐久性の効果が高い
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製品寸法 格子間隔

要求性能 N・Sモルタル　性能
中性化抑止性 中性化深さ ５ｍｍ以下 1.13
耐摩耗性 摩耗深さの比 1.5以下 1.32

一体化性 圧縮強度
21.0N/ｍ㎡

以上
48.7

寸法安定性 ⾧さ変化率 0.05％以下 0.019
標準条件 1.5N/ｍ㎡ 1.67
多湿条件 以上 2.6
低温条件 1.67
水中条件 1.0N/ｍ㎡ 1.4

乾湿繰返し条件 以上 1.12

温冷繰返し条件 1.77

その他 グリーン購入適合品

農林水産省の「農業用水利施設の補修・補強工事に関するマニュアル」に適合

ヤング係数
（Ｎ/㎜2)

許容引張強度
（Ｎ/㎜2)

引張強度
（Ｎ/㎜2)

1400

460

100000

1800×2000

50×50

100×100

N・Sグリッド

規格

付着性

N・Sグリッド性能

工法概要図

６．写真・図・表

施工手順

下地処理・洗浄工

プライマー塗布工

グリッド設置工

吹付・左官工

仕上げ工

完成
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技 術 概 要 
 

技術名称 パーマロックASFシリーズ 
担当部署 研究開発本部 開発営業部 

担当者 田井 智大 

NETIS登録番号 KT-190051-A 電話番号 03-3815-1687 

会社名等 強化土エンジニヤリング（株） MAIL info@kyokado-eng.com 

技術の概要 1. 技術開発の背景及び契機 

地盤改良に於ける薬液注入工法の注入材で，液状化対策などの本設注入に用いられる恒久グ

ラウトとなります。 

恒久グラウトが開発されるまでの薬液注入工は，注入材そのものの耐久性が乏しかったため，

仮設工事における補助工法として実施されていました。 

 パーマロックASFシリーズの開発により，耐久性が必要とされる本設工事での利用が可能となった

ため，液状化対策工事や既設構造物直下での他工法で工事が難しい地盤改良においても薬液注

入工法で対応することが出来るようになりました。 

 

2. 技術の内容 

⚫ イオン交換法によって水ガラスのアルカリを除去して得られた活性シリカコロイドをベースとし

た，環境に優しい活性複合シリカグラウトです。 

⚫ 恒久性，止水性に優れ，液状化対策工のみならず，砂地盤の恒久地盤改良にも適用できま

す。 

⚫ 長いゲルタイム（十数時間以上）で低圧連続注入が可能で大きな浸透径と大容量土土粒子間

浸透固結が可能です。 

⚫ 金属イオン封鎖材を含むパーマロックASF-Ⅱαは、コンクリート構造物をマスキングシリカに

より保護し，恒久地盤改良効果の維持においても，優れた効果を発揮します。  

⚫ 注入液の構成成分は全て無機物で，固結砂はほぼ中性を保ち，環境保全性に優れていま

す。 

 

3. 技術の効果 

恒久グラウトの開発により薬液注入での本設工事への対応が可能となったため，本設工事で多

く採用されている地盤置換改良工法に対して，改良地盤を乱さず静的な土粒子間浸透注入が行え

るため，掘削土・建設残土が発生しにくく，また既設構造物直下の地盤改良も斜め・水平注入で可

能となり，小型設備での施工とあわせて，より多くの施工困難な現場への対応が可能となりました。 

 

4. 技術の適用範囲 

① 適用可能な範囲 ： 細粒分含有率Fc＜40％ 

② 細粒分含有量が20％≦Fc＜40％の場合は，改良径や注入速度などの注入諸元の設定を十

分に検討する必要があります。 

③ 適用できない範囲 ： 細粒分含有率Fc≧40％ 

④ 技術提供可能地域 ： 技術提供地域について制限はありません。 

 

5. 活用実績（2023年3月31日現在） 

⚫ 全国で600件以上 

⚫ 施工適用箇所 

・ 液状化対策，基礎の補強 

既設構造物直下，供用制

限などの施工・作業ヤー

ドに制限がある施工箇所 

・ 高さ制限のある工事 

・ 近接構造物への変位抑

制・振動対策が必要とさ

れる工事 

・ 恒久止水対策 
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6. 写真・図・表 

 6-1. 施工事例 

写真-1 住宅地の液状化対策                  写真-2 宅地直下地盤の液状化対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-3 注入管設置状況         図-1 改良地盤の標準横断図 

 

 6-2. 大規模野外注入試験 
試験実施日：1999年5月10日～6月5日（注入工） 

試 験 場 所：旭電化工業株式会社（現：株式会社ADEKA）茨城県鹿島市 

試 験 目 的：パーマロックASFの砂質地盤への浸透状況及び経年固結性の確認 

試 験 方 法：急速浸透注入工法浸透状況、コアサンプリング長期強度確認 

・地盤改良体の開削確認：掘削・確認工（1999年7月16日～9月28日） 

・コアサンプリングによる経年固結強度（一軸圧縮強度）の確認 

 1999年：施工 1ヶ月後強度確認 

 2000年：施工 1年後の強度確認 

 2002年：施工 3年後の強度確認 

2005年：施工 6年後の強度確認 

 2009年：施工10年後の強度確認 

 2018年：施工19年後の強度確認 

 2023年：施工24年後の強度確認 

写真-5 1999年 固結状況開削確認           図-2 経年固結の強度推移 
 

写真-4 24年目のコアサンプリング 24年経過後も強度を保持続

けている事を確認しました。 

2016年の熊本地震で発生した住宅地の液状化対策工事で

鋼矢板で囲み地下水位低下工法で対応しきれなかった鋼

矢板欠損部においての対策工としてパーマロックASF-

Ⅱδを注入することで液状化対策を実施しました。 

2016年の熊本地震に関連する施工実績で宅地直下地盤

の液状化対策として隣接空地などを利用して，エキス

パッカ-N工法で斜め・水平注入でパーマロックASF-

Ⅱδ の注入材を8ヶ所の地盤改良で実施しました。 

熊本県の八代港の液状化対策で船舶の大型化に対応した多目的国際ターミナルの整備として既存護岸の増深工事が実施

され，既設岸壁背後の埋立地盤の液状化対策ために実施されました。注入本数444本，改良土量11,251ｍ3の液状化対策

を超多点注入工法でパーマロックASF-Ⅱδを注入して地盤改良を行いました。 
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技 術 概 要 

技術名称 
無機系注入方式アンカー 

ケミカルアンカー・MLタイプ 

担当部署 ケミカルアンカービジネスユニット 

担当者 田口 将浩 

NETIS登録番号 CB-220033-A 電話番号 0120-19-3501 

会社名 日本デコラックス株式会社 MAIL customer@decoluxe.co.jp

 【ケミカルアンカー・MLタイプの構成、及び専用施工部材】 

【従来技術との比較】 
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【ケミカルアンカー・MLタイプの製品特徴】  

 ①優れた耐熱性能 

 ・200℃で12時間加熱しても大幅な強度低下はありません。 

 ②材料の計量が不要 

 ・必要な材料が適切な配合比で同梱されており、材料の計量が不要です。 

 ③混合作業が簡単 

 ・電気ドリル等に取り付けた専用撹拌棒を容器に差し込み撹拌するだけで簡単に混合できます。 

 ④液だれが少ない 

 ・液だれが少ないため、床方向はもちろん、壁方向、天井方向でも施工可能です。 

 ⑤優れた施工性 

 ・流動性に優れ、各サイズ20ｄ仕様の埋込深さも施工可能です。 

 【ケミカルアンカー・MLタイプの使用方法】 

 【動画、製品資料のダウンロード】 

ケミカルアンカー・MLタイプの 

PVはこちら 

ケミカルアンカー・MLタイプの 

施工動画はこちら 

ケミカルアンカー・MLタイプの 

カタログ、SDS、技術資料はこちら 
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